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小さな好きから　大きな夢中へ　ミュージアムパーク

冬の渡り鳥
　博物館に隣

りんせつ

接する菅
すが お ぬま  

生沼には，例年10月下
げじゅん

旬から3月上
じょうじゅん

旬にかけ

てコハクチョウが越
えっとう

冬のために飛来します。今年は10月20日に最初

の個体が確認されました。コハクチョウの中には，全身が薄灰色をし

た幼鳥のほかに，顔から首を真っ黒にした個体を見かけることがあ

ります。これは，頭を沼
ぬま

の中に入れてマコモという植物の根
 ね くき

茎を食べ

たときについた泥
どろげしょう

化粧で，冬をたくましく生きるハクチョウたちの

生活を垣
かい ま 

間見させてくれる菅生沼の風物詩です。

　昨冬はオナガガモやコガモなど毎年おなじみの冬鳥のほかに，菅

生沼では初の記録となるハクガンや，野生下では絶
ぜつめつ

滅し，現在は野生

復帰が進められているコウノトリが飛来しました。この冬はどんな

野鳥が訪れてくれるでしょうか。 （教育課　後藤優介）

　顔に泥をつけたコハクチョウ

コウノトリ
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展示構成

１　変形菌はどのような生きものか

２　変形菌とほかの生きものとの関わり

３　変形菌に魅せられた人々

４　変形菌とアート

５　変形菌と最新技術

−子実体の造形美−

−変形体から子実体へ　たった一夜の大変身−

1

−変形菌に魅せられた人々−

第71回
企画展

 変形菌 ーふしぎ？かわいい！森の妖精ー

Myxomycetes -Mysterious? Cute! Fairies of Forest-

会　　期　2018年２月17日（土）から6月10日（日）まで
　　　　　2月17日は午後1時からの公開となります。

開館時間　9：30〜17：00（入館は16：30まで）

休 館 日　毎週月曜日

●自然講座　変形菌プレミアムトーク
日　時：2月17日（土）13：30～ 15：30

講　師：�萩原博光氏（国立科学博物館），中垣俊之氏（北海道�

大学），増井真那氏（日本変形菌研究会）

場　所：博物館映像ホール

対　象：小学生以上（小学生は保護者同伴）

定　員：300名（事前申込み・先着順）

金属光沢をもつルリホコリのなかま 落ち葉の上の変形体

未熟なホソエノヌカホコリの子実体
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化石標本のつくり方 博物館の標本　３

行

①化石の採集

行

②化石のクリーニング

行

行

行

行

③調査研究，展示

日

5 年

1

日

日

1 年 日

1月2日 日 イラスト：小泉美絵（ミュージアムコンパニオン）

日本のヒスイの文化� 館長コラム　by director YOKOYAMA

化石のクリーニング

クリーニング後の化石岩石中の化石
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日

2

日

日 年

行

1 2年

発

1

2017年 月 日

発 行

福島県いわき市の「首の短い首長竜」化石の研究 研究報告　１

行
ナガエノスギタケとモグラの家

（イラスト：小泉美絵）

モグラの家の掃除屋さん� 小さな発見−ミュージアムコンパニオン−

（左）発見された首長竜の化石，（右）復元全身骨格（産出部位は赤色）

（O’Keefe�and�Chiappe�(2011)を改変）

35年前に化石が発見されたいわき市の沢（右：橋本一雄氏）
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日

発

行

発

年 月

2

2

行

行

ミヤコタナゴ−天然記念物の外来種− 研究報告　２

行

5

月

70

2 バリキャットシャーク

サメ展〜サメの赤ちゃん展示中〜� おさかな通信

茨城県内で捕獲されたミヤコタナゴ
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年 7月

発

日

発

2 10

発

発 発

12月 発行

光るキノコ 収蔵品紹介

野菜と果物のちがいって？ なるほど博物館
このコーナーは，自然に関するさまざまな情報を

わかりやすくお伝えするコーナーです。

日

年

0年

キノコを暗闇で撮影したようす西金砂山で発見された光るキノコ

　　　

リンゴの果実と花
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○アートとして蘇
よみがえ

るペットボトル

70

5

15 00

○�TVでもおなじみの「恐竜くん」が，ミュージアムパー

クに登場！

11月1 日 年

日 2

1

2

○日本緑化工学会でポスター賞受賞！

行

発

発 発

年 発 12

発

発

日

月

発

トピックス

第48回日本緑化工学会でポスター発表する伊藤彩乃学芸員

恐竜くん（左）と加藤太一学芸員（右）

本間ますみ氏作「ジンベエザメの泳ぐ海」
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ミュージアムパーク茨城県自然博物館は，誰もが親しめ，誰もが楽しめるア・ミュージアム（アミューズメント＋ミュージアム）をめざしています。

企画・編集：ミュージアムパーク茨城県自然博物館企画課／発行2017年12月15日
〒306-0622 茨城県坂東市大崎700番地 TEL0297-38-2000 FAX0297-38-1999
URL https://www.nat.museum.ibk.ed.jp/
E-mail webmaster@nat.museum.ibk.ed.jp

ミュージアムパーク茨城県自然博物館友の会

入会すると入館料が無料に！（年会費）

家族会員　　 4,000円　 個人会員　　3,000円

子ども会員　 1,000円　 賛助会員　 10,000円

※特典　イベントへの参加，ショップ・レストランでの割引

　当館の菅谷博名
めい

誉
よ

館長が，平成29年度社会教育功労

者に選ばれました。これは，地域における社会教育活動

を推進するため，多年にわたり社会教育の振
しんこう

興に功労の

あった方を文部科学大臣が表
ひょうしょう

彰するもので，本年は，菅

谷名誉館長をはじめ，県内で2名の方が選ばれました。

　菅谷名誉館長は，2005年6月，当館の初代館長をつ

とめた故中川志郎氏の後を引き継
つ

ぎ，第2代館長に就

任され，2016年3月まで館長をつとめました。そして

同年4月に，第3代となる横山一己館長にバトンを引き

継いだ後は，名誉館長として引き続き当館を支えてく

ださっています。

　菅谷名誉館長は，獣
じゅういがく

医学という自然科学分野の専門

的知識もさることながら，多分野にわたる豊富な知見

を生かし，当館の運営に尽
じん

力
りょく

されました。菅谷名誉館長

の指導のもと，茨城県の自然を世に広く紹
しょうかい

介する多く

の魅
み

力
りょく

ある企
 き かくてん

画展が開
かいさい

催されたほか，博物館に隣
りんせつ

接す

る菅
すが お ぬま

生沼の野焼きや清
せいそう

掃活動など地域の自然保護活動

も積極的に行われました。また，県内外の大学や研究機

関等と連
れんけい

携した総合調査研究等も継
けいぞく

続され，茨城県の

自然に関する知が博物館に蓄
ちくせき

積され続けています。

　2011年3月に発生した東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災後には，菅谷名

誉館長の指揮のもと，職員が一
い っ ち

致団結し館の復旧と安

全対策に取り組み，一時落ち込
こ

んだ入館者も，現在は回

復し，増加傾
けいこう

向にあります。

　今後も，菅谷名誉館長の心強い支
し

援
えん

のもと，地域のみ

なさまに愛される博物館を目指していきます。

 （企画課　内方陽子）

菅谷博名誉館長が社会教育功労者に選ばれました

編集後記
今年度のシリーズ連載は「博物館の標本」です。当館では現

在，36万点ほどの標本を保管していて，展示されているの

はそのごく一部です。展示をご覧になるときにその裏側の

たくさんの標本たちに思いを馳せていただくと，また違っ

た博物館の楽しみ方ができるかもしれません。 （M.U.）

［入館料］

区　　　分
本館・野外施設 野外施設

のみ
年間

パスポート企画展開催時 通常時

一 般
740円

（600円）
530円

（430円）
210円

（100円）
1,540円

高校・大学生
450円

（310円）
330円

（210円）
100円

（ 50円）
1,030円

小・中学生 140円
（ 70円）

100円
（ 50円）

50円
（ 30円）

310円

（注）：（　　）内は団体料金（20名以上）です。
未就学児・満70歳以上の方・障害者手帳をご提示の方及び付添人（当該
障害者等１人につき１人）は入館無料です。
次の日は入館料が無料です。

●５月４日（みどりの日）　　 ●６月５日（環境の日）
●11月13日（茨城県民の日） ●３月21日（春分の日）
●高校生以下の児童・生徒は毎週土曜日
　（ただし，春・夏・冬休み期間中を除きます。）

［休館日］
●毎週月曜日
※12月28日（木）〜1月1日（月）は休館となります。
※1月2日（火），1月3日（水）は開館いたします。
※ 1月8日（月），2月12日（月）は開館し，翌日が休館

となります。

［交通案内］ 〈車ご利用の場合〉
●常磐自動車道谷和原ICから20分
　圏央道坂東ICから25分

〈鉄道・バスご利用の場合〉
●東武アーバンパークライン（野田線）愛宕駅下車 

〜茨城急行バス「岩井車庫行き」乗車 
〜「自然博物館入口」下車，徒歩10分

●つくばエクスプレス，関東鉄道常総線守谷駅 
下車〜関東鉄道バス「岩井バスターミナル行き」 
乗車〜「自然博物館入口」下車，徒歩５分

※事前に発車時刻等をご確認ください。

［開館時間］
9：30から17：00まで

（入館は16：30まで）

※ペット，遊具，テー

ブル，椅子及びテン

ト等のお持ち込みは

ご遠慮ください。

受賞の報告に来館された菅谷名誉館長（後列右から４人目）と当館職員たち


